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都大学法学部へ進み、昭和33（1958）年に卒業すると住友商
事へ入社。銅管貿易第一課長、銅管貿易第二部長を経て昭和
61（1986）年、取締役鉄鋼貿易本部副本部長に就任。平成２
（1990）年には常務に昇格し米国住友商事社長となる。この時
の渡米を含め、ニューヨークには通算９年間駐在。赴任中、
現地の金融機関との交流を深め、幅広い人脈と太いパイプ
を構築した。平成５（1993）年に帰国すると専務に昇格。平成
８（1996）年には社長に就任するが、その直前に発覚した銅の
不正取引事件への対応に追われることとなる。この事件の
影響で住友商事は創業以来初の最終赤字に転落。宮原は米
国滞在中に現地の金融業界人から学んでいた「リスク・リ
ターン」をベースとしたビジネス思考をモデルに、平成10
（1998）年には経営再建へ向けた「改革パッケージ」を作成し
た。この改革パッケージに沿うかたちで全社のビジネスライ
ンを約250に分解。徹底した不採算事業の整理と不良債権処
理によって財務体質を改善した。また、アジア各地の工業団
地建設に積極投資し、入居企業の「バリューチェーン構築」
を支援するトータルサービスを提供。総合商社が取り組む
新しいビジネスモデルとして定着させた。業績をV字回復
させ、同社を再び成長軌道に乗せた後、平成13（2001）年には
会長に退いた。令和８（2026）年１月、90歳で死去。
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